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2484回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 8,000 6,500 1,350 5,000 ○ 13,200
3 14 10,000 10,000 590 9,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,000

16-18 11,500 11,000 957 10,000 ○ 柱目４寸取り 11,500
す 20- 13,500 12,500 1,650 10,000 ○ 中目 12,900

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 8,000 7,000 406 7,000 ○ 母屋取り 6,400

14 10,000 9,000 702 9,000 ○ 桁目3.5寸 9,100
16-18 11,500 10,500 1,218 8,000 ○ 桁目　4寸 9,500
20-22 12,500 11,000 1,936 8,000 ○ 中目 11,100

ぎ 24-28 17,000 12,500 3,375 8,000 ○ 中目 12,800
30-34 17,500 13,000 5,330 8,000 ○ 二番玉節少 14,500
36- 22,200 14,500 - - ○ 根玉選木 -

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,500
20-22 16,000 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,500

2 20- 28,000 11,500 1,486 7,000 ○ 8,500
3 14 15,000 14,000 826 13,500 ▼ 柱目3～3.5寸 13,500

ひ 16 18,500 17,500 1,523 16,500 ▼ 柱目3.5～4寸 16,400
18-22 18,000 15,500 2,046 13,500 ▼ 柱目４寸取り 15,200

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 300 - 300 ○ 本＠ 299
12-13 11,000 11,000 638 9,000 ○ 3寸取り 9,700

14 16,500 15,500 1,209 14,000 ○ 土台目3.5寸 13,900
の 16-18 18,500 16,500 1,914 15,000 ○ 土台目3.5～４寸 15,500

20-22 19,000 15,500 2,728 15,000 ▼ 中目縁甲取り 15,400
24-28 20,000 15,000 4,050 14,000 ▼ 中目 16,800
30-34 20,000 15,000 6,150 14,000 ○ 二番玉節少 23,400
30- 90,000 40,000 16,400 - ○ 根玉選木 31,400

き 6 17 - - - - - 通し柱３．５寸 -
18 30,000 30,000 5,820 30,000 ○ 通し柱　４寸 27,700

20-22 26,000 24,000 6,960 21,000 ○ 通し柱　 22,900
7 16-18 - - - - - -

ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

2月8日2月8日2月8日2月8日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 36台36台36台36台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 929 929 100.0%
ヒノキ 1,067 1,067 100.0%
その他 37 37 100.0%

計 2,032 2,032 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　2月12日（日）～2月18日（土）次回の『つち』　2月12日（日）～2月18日（土）次回の『つち』　2月12日（日）～2月18日（土）次回の『つち』　2月12日（日）～2月18日（土）

平成29年2月9日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキ3.0ｍ材弱含み》《ヒノキ3.0ｍ材弱含み》《ヒノキ3.0ｍ材弱含み》《ヒノキ3.0ｍ材弱含み》
夏場から年末にかけて、方々から引き合いが多かっ
たヒノキ3.0ｍ柱目がピンチである。特に4寸取りの18
～22ｃｍは居所を下げ売りづらい場面が見られた。ヒ
ノキ4.0ｍ構造材も良い状況ではない。場合によって
は4.0ｍ造材への移行も視野に入れていただきたい。
選木は、スギ・ヒノキ共に優良材には札が集まり、高
値で取引された。一方ヒノキ中目の並材については、
千円程値を下げる結果となった。
この様な中、一番安定しているのは、スギ・ヒノキの
6.0m通し柱である。直材で適寸（ヒノキ：18～22ｃｍス
ギ：16～22ｃｍ）が採れる材は、6.0ｍ造材をお勧めす
る。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


